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平成 28年１１月 コミュニティ・スクール委員会広報部発行 

 

コミュニティ・スクール＝コミスクと覚えてください。 

コミスクは地域住民が学校と一緒に子どもたちを育てる新たな教育の形です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                                                

                            
 

 

       

 

 

  

 

 今年は、晴天のもと三笠小・三笠中・三笠高校の児童生徒と CS ボランティアのみなさんで、稲刈り 

を実施することができました。春の天候不順もあり、収穫量が心配されたところですが、その後、 

協力農家の上原さん、渡辺さんたちのご協力のもと、約 420 ㎏も収穫することができました。 

 この後、三笠小学校では、水田学習をした５年生の子どもたちが家庭科の調理実習に合わせ、田植えや稲刈りに協力してくださ

ったボランティアの皆さんをご招待しようと計画中です。後日、ご案内をいたしますが、ぜひみんなで育てたお米を味わっていた

だきたいと思います。また、先日行った、CS の特別委員会の中で、収穫したお米の利用について話し合われ、CS の PR も兼ね、た

くさんの人が集まるイベントでの配布もしてみようというアイディアが出されました。こちらもお楽しみに！ 

＜ 地域に開かれた学校づくりに感謝 ＞ 

                            三笠市教育委員会 教育長 永田 徹 

 保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、日頃から三笠市の教育行政に対しまして、ご理解とご協力を賜

り、心から厚く感謝を申し上げます。また、三笠小学校・三笠中学校に惜しみないご支援を賜りましたコミュニ

ティ・スクールに関わるすべての方々に、心から敬意を表します。 

 さて、三笠小学校・三笠中学校は、大規模な学校統合を経て、平成 24 年度から地域とともにある学校づくり

を目指し、「コミュニティ・スクール＝学校運営協議会」を導入いたしました。この制度は、将来の三笠を担う子

どもたちの「育てたい子ども像」を地域・保護者とともに共有し、地域の人材や資源を活用し、連携しながら子

どもを育てていくために大変効果が期待できる制度であります。 

 導入して 5年目となりますが、扇谷円コミュニティ・スクール委員長はじめ、多くの皆様の継続した活動によ

りまして、年々充実した活動内容へと変化しており、教育活動への「参加」から「参画」へと一歩一歩着実に前

進しているものと感じます。 

 この取組みは、今まさに国が学習指導要領の改訂に向けた議論において重要視している「社会に開かれた教育

課程の実現」を先駆的に実践している教育活動であり、今後ますます三笠小学校・三笠中学校の地域とともにあ

る学校づくりが学校長のリーダーシップのもとに推進されていきますことを期待しているところであります。 

 関係者の皆様におかれましては、引き続き学校支援にご協力を賜りますよう、また、一度も参加したことがな

い本紙を読まれた市民の皆様は、どうぞ教育活動にご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 



 

 

 １１月２１日（月）に北広島市立西部中学校の教頭先生とミッション事務職員の２名が三笠小中

学校に CS の視察のため来校されました。小学校・中学校における CS の活動についての説明と平成

30 年度から小中一貫教育もスタートさせるとのことで、小学校の乗り入れ授業（今回は、６年生

の体育の授業に中学校の体育の先生も入って授業を実施）の様子も見ていただきました。 

  

 西部中学校も三笠小中の CS と同様に小学校と中学校で CS の指定を受けており、学校運営協議会

の組織も「地域コーディネート部」「学校支援部」「広報部」と非常に似た構成です。視察の中で、

西部中の CS の取組についてもお話を伺わせていただきましたが、「地域コーディネート部」には、

生涯学習（教育委員会担当者）もメンバーに加わり、地域における行事の推進、児童生徒の健全育

成及び安全指導（防災など）に関する活動を積極的に進めている点や、「広報部」では、年間の発

行計画を立て、それぞれ記事の執筆等をメンバーで事前に分担するなど、三笠小中の CS の活動で

も参考にさせていただけそうな話をうかがうことができました。 

 

 

※種類欄の「環安」は学校施設の美化・整理・スクールバス乗車指導等、環境・安全に関わるボランティア 

 「学支」は放課後や学習サポート等での丸つけや授業のサポートなど、学習支援に関わるボランティア 

※専門性欄は、ボランティアを行う際、専門的な知識や技能が必要な場合は、記載。誰でもサポートできる内容

については「なし」と記載しています。 

 

 

期 日 
三笠小学校 三笠中学校 

活 動 名 種類 専門性 活 動 名 種類 専門性 

通 年 放課後教室補助 学支 なし    

11月 17日(木) 図書室整理 環安 なし １１月～１２月書写指導 学支 国語 

11月 25日(金) 拡大広報部会   

11月30日（水） CS広報誌発行 広報 － 

12月19～21日 スクールバス乗車指導 環安 なし    

12月26～28日 チャレンジ・ウィンター補助 学支 なし   － 

12 月 2７日（火） 図書室整理 環安 なし    

１月 24日（火） ５・６年スキー学習補助 学支 スキー    

１月 25日（水） 2年生スキー学習補助 学支 スキー    

１月 26日（木） ３・４年スキー学習補助 学支 スキー    

１月 30日（月） 第３回CS委員会（学校評価） CS委 － 

２月 １日（水） 2年生スキー学習補助 学支 スキー    

２月 ２日（木） ５・６年スキー学習補助 学支 スキー    

２月 ７日（火） ３・４年スキー学習補助 学支 スキー    

２月 ９日（木） １年スキー学習補助 学支 スキー    

２月 22～24 日 スクールバス乗車指導 環安 なし 2 月２０日～１７日スキー指導 学支 スキー 

２月 2８日（火） 図書室整理 環安 なし    

３月１７日（金） 第４回CS委員会（学校経営方針） CS委 － 



 

 

 

今年は、三笠小学校「愛鳥指定校」となり 50 年目の年と 

なります。長年、愛鳥指定校として小鳥の村の活動を行い、 

三笠小学校のいたるところに様々な鳥が訪れます。９月 24 日に行った CS（コミュニティ・スクー

ル）のイベントでは、古くなった巣箱の撤去と、みんなで新しい巣箱づくりに挑戦しました。参                                                                            

加してくれた子供たちは、使い慣れない金槌でしたが、ボランティアに参加していただいた、地域

の方々やお父さんお母さん、おじいちゃんやおばあちゃんに作業

を手伝ってもらい立派な巣箱を完成させていました。 子供たち

と保護者、地域の方々で巣箱づくりを通して、楽しい時間を共有

できました。今後も CS の活動を通じて、子どもたちの指導・支

援をお願いしますので是非、ご協力ください。 

 

 
 

  

今年も学校の花壇や畑の管理など、地域ボランティアの方々にたくさんのお手伝いをいただきま

した。そのおかげで、花壇にはいつもきれいな花が咲いていました。また、野菜を植えた畑も雑草

に負けることなく、すくすくと成長し、たくさん収穫することができました。 

手伝いをしてもらった子どもたちが、ボランティアの方々にお礼をしようと一緒に植えたコスモ

スを絵に描き、ランチョンマットを作ってプレゼントしたり、学習発表会の招待状を送ったり、給

食に招待し、みんなで一緒に食べるなど、子どもたちからのお礼の気持ちをボランティアの皆さん

方にプレゼントしていました。 

 子どもたちからの思いがけな 

いプレゼントに、ボランティア 

の方々のうれしそうな顔が、と 

ても印象に残っています。 

 いつもコミスクを通じて学校の 

応援をしていただいてばかりです 

が、子どもたちから日頃の感謝 

の気持ちを伝える活動は、子ど 

もたちの豊かな心を育むコミス 

クのもう一つの良さですね。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

１１月２日（水）三笠中学校において、中学校１年生を対象にコミスク講話が行われました。講

師に音羽デニッサ先生をお迎えして「ルーマニア革命と私の青春」と題して命を大切にする授業が

行われました。１３歳の時に経験したルーマニア革命という戦争体験を交えながらとても貴重な体

験談をお話していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

1 ボランティア登録用紙に記入してください。 

2 提出先は教育委員会・三笠小学校・三笠中学校です。 

3 学校より案内がきますので、ご都合のよい日程でしたら お手伝いをお願いします。 

☆ボランティア（お手伝い）募集中です ☆登録をお願いいたします！ 

 

 

 

学校に行ってお手伝いしたい 

けど・・・ 

どうしたらいいのかな～？？ 

～命を大切にする授業～ 



ボランティア登録用紙 

教育サポーター 登録用紙  

ふ り が な 

氏   名 

※団体は 

 代表者氏名 

 

            （男・女） 

（生年月日） 

Ｔ・Ｓ・Ｈ 

    年  月  日 

 

住   所 

 

〒 

 

連 絡 先 

 

電話（自宅） 携帯 

ＦＡＸ メール 

職   業 １．学生 ２．勤労者 ３．主婦 ４．退職者 ５．その他（       ） 

活動可能日 １．いつでも可能 

２．活動日の希望がある 

 （右の表に○をつける） 

 月 火 水 木 金 その他の希望事

項 午前      

午後      

 

★サポーターとして活動できる箇所に○をご記入ください。 

 （それぞれの活動内容の中で、特に関心があるものがあれば○で囲んでください。） 

 学習支援 ミシンや調理実習補助  スキー・水泳学習補助  放課後教室補助   

田植え・稲刈り等の作業補助  実験・観察の準備及び片づけ    

 環境支援 登下校の見守り活動  スクールバス乗車指導  花壇の手入れ   

校地の清掃  図書室の整理  

 広報活動 広報誌の作成   

 

★上記以外で活動できる内容があればご記入ください。 

 （サポート活動に活かせる資格・免許・趣味・特技等があればご記入ください。） 

 

○o 。 提出先 。o○ 

 

三笠市教育委員会   若草町４０４番地    ＴＥＬ2-2197  ＦＡＸ2-6238 

三笠市立三笠小学校  本郷町４８５番地 1   ＴＥＬ2-2010  ＦＡＸ2-2401 

三笠市立三笠中学校  本郷町４８４番地2   ＴＥＬ2-2066  ＦＡＸ2-2655 


